
専門教養科目（4 年次生） 

実践臨床歯科英会話・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・268 

267



年度 2019 学期 3・4Q 曜日・校時 火・Ⅴ 必修選択  必修 単位数 1 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25094901 

DNGD11062098 

実践臨床歯科英会話/（Chair-side Dental English Communication） 

対象年次 4 年次 講義形態  講義形式 教室  第 2 講義室 

対象学生(クラス等)      科目分類  専門教養科目 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

渡邊郁哉/ikuyaw@nagasaki-u.ac.jp/生体材料学分野教授室/095-819-7656（内 7656）/金曜 15：00～17：00 

担当教員(オムニバ

ス科目等) 

渡邊郁哉、バラネザハド・アリレザ、スマゲ・ラッケル・トレチョ（非常勤講師）、 

授業の概要 

 

基礎的な臨床歯科英会話の能力を身につける。歯科の各診療科で行われる診断や治療内容について、その専門歯科的な英

語表現を習得し、シミュレーションに応じて患者にわかりやすく説明する。また、患者とのよりよいコミュニケーションを図るための

日常会話を組み込み、会話を重点に置いた実践的な英会話レッスンを行う。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

歯科英語用語をマスターする 

 

個別行動目標 SBOs： 

外国人患者に歯科に関する診査と診断、治療内容について英語で

説明できるようになる。 

 

 

 

 

 

【平成 28 年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

該当なし 

授業方法（学習指導法） 

 

各種歯科診療科のトピックスに合わせて、実践の英会話を外国人講師と行う。 

授業内容 

 

1 回目： Orientation: Overview the class schedule, grading, goals, and objectives for the course, introduce yourself 

         Introduction to Web class and CALL system (check your log-in/password) 

2 回目： Lesson 1. First Visit （初診） 

3 回目： Lesson 2. Endodontics and Operative Dentistry (保存処置) 

4 回目： Lesson 3. Periodontal Treatment (歯周処置) 

5 回目： Lesson 4. Prosthodontic Treatments Using Crowns and Bridges (クラウン・ブリッジによる補綴処置) 

6 回目： Lesson 5. Implant Therapy (インプラント治療について) 

7 回目： Lesson 6. Removable Prosthodontic Treatment (可撤性義歯による処置) 

8 回目： Lesson 7. Preventive Dentistry (歯科予防処置) 

9 回目： Lesson 8. Treatment for Children (小児への処置) 

10 回目： Lesson 9. Orthodontic Treatment (矯正処置) 

11 回目： Lesson 10. Esthetic Dentistry (審美歯科) 

12 回目： Lesson 11. Temporomandibular Joint Disorders (顎関節症) 

13 回目： Lesson 12. Dysphagia Rehabilitation (摂食・嚥下リハビリテーション) 

14 回目： Lesson 13. Special Dental Treatment (特殊な歯科処置) 

15 回目： Lesson 14. Oral Surgical Treatment and Dental Anesthesia (口腔外科と歯科麻酔処置) 

キーワード 歯科英単語、歯科英会話 

教科書・教材・参考書 チェアーサイドの臨床歯科英会話, 加藤有三監修, 医歯薬出版 

補助教材ハンドアウト  

成績評価の方法・基準

等 

筆記試験（毎回の小テスト）、英語での口頭試問、課題レポートの総合評価。定期試験時に

は、筆記試験ならびに各自、英語でのファイナルスピーチを行う。追試験（特別な理由があ

る場合のみ）と再試験を実施する。再試験の評価は本試験の結果を考慮する。 

受講要件(履修条件) ２/３以上の出席を受験資格とする。 

備考(学生へのメッセー

ジ) 

歯科英語表現の基礎知識を習得する/日常英会話と組み合させて、外国人患者に英語で歯科

診療について説明できるようになる。 

 

実務経験のある教員に

よる授業科目 

該当しない。 
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

Introduction to Web class and CALL system (check your log-in/password)

 Lesson 12. Dysphagia Rehabilitation (摂食・嚥下リハビリテーション)

1回 10 1 火 Ⅴ
  Orientation: Overview the class schedule, grading, goals, and objectives
for the course, introduce yourself ラッケル、

バラネザハド
第2講義室

2回 10 8 火 Ⅴ 　Lesson 1. First Visit　（初診）
ラッケル、

バラネザハド
第2講義室

3回 10 15 火 Ⅴ 　Lesson 2. Endodontics and Operative Dentistry (保存処置)
ラッケル、

バラネザハド
第2講義室

4回 10 29 火 Ⅴ 　Lesson 3. Periodontal Treatment (歯周処置)
ラッケル、

バラネザハド
第2講義室

5回 11 5 火 Ⅴ
　Lesson 4. Prosthodontic Treatments Using Crowns and Bridges (クラウン・
ブリッジによる補綴処置)

ラッケル、
バラネザハド

第2講義室

6回 11 12 火 Ⅴ 　Lesson 5. Implant Therapy (インプラント治療について)
ラッケル、

バラネザハド
第2講義室

7回 11 19 火 Ⅴ 　Lesson 6. Removable Prosthodontic Treatment (可撤性義歯による処置)
ラッケル、

バラネザハド
第2講義室

第2講義室

8回 11 26 火 Ⅴ 　Lesson 7. Preventive Dentistry (歯科予防処置)

　Lesson 9. Orthodontic Treatment (矯正処置)

ラッケル、
バラネザハド

第2講義室

9回 12 3 火 Ⅴ 　Lesson 8. Treatment for an Infant (小児への処置)
ラッケル、

バラネザハド

第2講義室

11回 12 17 火 Ⅴ 　Lesson 10. Esthetic Dentistry (審美歯科)
ラッケル、

バラネザハド
第2講義室

10回

12 24 火 Ⅴ
　Lesson 11. Temporomandibular Joint Disorders (顎関節症)

ラッケル、
バラネザハド

12 10 火 Ⅴ

ラッケル、
バラネザハド

第2講義室

13回 1 7 火 Ⅴ
ラッケル、

バラネザハド
第2講義室

12回

14回 1 14 火 Ⅴ 　Lesson 13. Special Dental Treatment (特殊な歯科処置)
ラッケル、

バラネザハド
第2講義室

15回 1 21 火 Ⅴ
　Lesson 14. Oral Surgical Treatment and Dental Anesthesia (口腔外科と
歯科麻酔処置)

ラッケル、
バラネザハド

第2講義室
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